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平成２８年度 地域ケアプラザ事業報告書 

１ 施設名  

  横浜市港南中央地域ケアプラザ   

２ 事業計画  

今年度、地域ケアプラザの管理運営をどのようにおこなったのか、具体的に記載  
してください。  

 
地域の現状と課題ついて  

港南中央地域ケアプラザの担当エリア（上大岡・笹下・日野第一地区）は、区役所・

警察署・消防署等の公的施設が中心にあります。そして鎌倉街道・環状２号線・笹下

釜利谷道路の大きな３つの幹線道路に面しているほか、地下鉄やバス等の交通網は充

実しています。地域の中の住宅街には、商店が少なく、大型店舗や金融機関等がある

上大岡駅、上永谷駅周辺が住民の生活の基盤となっています。28 年度は上大岡地区の

大型スーパーマーケットが閉鎖され、周辺地域の方がより買い物が不便になったと共

に治安も懸念されています。また、銀行の ATM が２ヶ所閉鎖された為、不便になっ

たと感じている方が多いです。  
主要道路周辺は平坦ですが、その左右は急な山坂で道路幅も狭く、車が通れない場

所もあることから、高齢者、障がい者、乳幼児の親にとっては生活しにくい状況がみ

られます。高齢化により車の運転ができなくなり、商店街も離れているため、買い物

が難しくなっている方やごみ出しが難しい方が増えています。1970 年代などに開発さ

れた分譲団地や戸建てが高台にあり、当初から居住している世帯は高齢化率が高くな

っています。  
また、古い住宅と新しいマンションが混在している地域が多く、転入した住民と昔

から暮らしている住民との日常のつきあいは希薄です。高台の地域は空き家も増えて

いますが、利便性が良い地域では、戸建ての後に賃貸ワンルームマンションなどがで

き、向こう三軒両隣がますますわからない状況となっています。特にマンション内の

高齢者世帯や高齢者独居の方の把握が難しいのが現状です。担当エリア内の高齢者が

増加する中で、認知症に関連する相談や様々な障がいのある家族の方がいる相談が増

えてきました。  
 各地区では、連合町内会・地区社会福祉協議会を中心に地域の課題解決に向けた新

たな取組について話し合いを重ねています。各地区とも地域活動が活発で、高齢者の

事業だけにとどまらず、地域で開催される様々なイベントを通してつながりを大切に

「防災・減災」「見守り・支えあい」「三世代交流」「健康づくり」「地域活動の担い手

確保」などに取り組んでいます。今期の地区別計画を、具体的に推進できるよう努め

てこられました。  
防災も含め地域のつながりの強化の方法や地域活動の担い手の高齢化、固定化も課

題となっています。イベントやおまつりなどを開催し、地域の顔の見える関係づくり

や若い世代の地域活動への参加を促されていますが、若い世代の参加がなかなか増え

ないのが現状です。各地区とも昔から住んでいる方は、「向こう３軒両隣りの関係」が

つくられ、住民相互の助け合い「福祉ネットワーク」活動も実施されていますが、町

内会未加入者や新住民との関係性の強化が引き続きの課題となっています。既存の地

域のサロンや集いの活性化のニーズが高まっています。「福祉ネットワークのあり方や

担い手について」も現状の体制では難しくなってきたため、継続的に検討されていま

す。  
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施設の適正な管理について  

 

 

 

ア  施設の維持管理について  
ケアプラザは、28 年度も高齢者、障がい者、乳幼児等、心身の状態の弱い方も含め

て、地域の様々な方々が利用されました。そのため、常に、地域の皆様が快適に安心

して利用できるよう施設・設備の安全管理を行うとともに清潔を確保しました。また、

複合施設なので、港南区生活支援センターの管理者とともに協議し、施設・設備の保

守管理に努めました。  
 建物および空調設備・消防設備・エレベーター等の施設設備の定期的な保守点検を

専門業者に委託し、日常管理は職員が実施しました。定期点検や日常管理などで発見

された不備は、適切、迅速に対応しました。  
清掃は日常及び定期的に実施し、館内を清潔に保つことや衛生管理に努めました。

感染症予防にも注意を払い、館内入口や洗面所に手指消毒液を設置し、お客様に対し

て呼びかけるとともにポスター等で周知しました。  
また、年間草花が絶えることがないよう、植栽管理を行い、環境保全と緑化に努め

ました。  
 

イ  効率的な運営への取組について  
法人においては、複数のケアプラザを管理運営していますので、本部所管課が各ケ

アプラザの情報を収集し、所長会にて情報の共有や同じ課題を検討し、効率的な運営

を図りました。経理面に関してもパソコン・清掃・設備・自動車リースなどの入札や

消耗品の共同購入など経費節減に努めました。労務、経理などの事務処理に関しても

法人本部と業務の役割分担を図りながら事務の効率化に努めました。  
また、建物管理や保守に関しては、港南区生活支援センターとの複合施設のため、

共同委託することにより、効率よく施設管理を行いました。  
 

ウ  苦情受付体制について  
１階ホールや２階ロビーに設置したご意見箱や利用者アンケートにて、いつでもど

なたでもご意見などをいただけるようにしました。また、いただいたご意見・ご要望

については、職員で検討し、改善等を図り、その結果をケアプラザ内に掲示しました。

そのほか「ご意見ダイヤル」の案内を 1 階ホールと２階ロビーに掲示しており、ホー

ムページでもお問い合わせのページを設けました。  
法人では「苦情解決規則」を定めており、それに基づき当ケアプラザにおいても苦

情受付担当者・苦情解決責任者を設置して、ご利用の皆様からのご意見、ご要望、ま

た苦情に対して、可能な限り、その場で解決を図る等、迅速に対応しました。  
その場で解決できないものについては、公正中立の立場から、あっせん・調整を行

う第三者委員を設置し、適切な苦情解決に向けての体制を整備していますが、28 年度

は、第三者委員に諮る苦情はありませんでした。  
苦情は、真摯に受け止め、原因、事実関係を明らかにし、対策を講じて再発防止に

努めました。  
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カ  個人情報保護の体制及び取組について  

法人の「個人情報保護規程」の定めに則り、個人情報の管理に関する責任者、担当

者を定め、管理体制と責任体制を明確にしました。  
個人情報保護、情報セキュリティ研修を職員の必修研修として実施しました。また、

個人情報に対して、緊張感を持って取り扱うことを認識し、紛失や漏洩がないように、

個人情報取り扱いチェックや自己の振り返りを職員全員が行いました。  
 実際の取り扱いについては、契約書、個人ファイル、電子媒体などは施錠できるロ

ッカーなどで保管し、業務上持ち出しが必要な場合には、紛失や漏洩がないよう最小

限の情報のみとし、専用バックにて携帯しました。  
個人情報漏洩防止のため、郵便物の発送や FAX 送信などの際には、複数の者が必

ずダブルチェックして行い、FAX 送信の際は氏名等にマスキングをして、実施しまし

た。  
ＵＳＢメモリーの使用も最低限とし、データはセンターサーバーにより、管理しま

した。  
 

エ 緊急時（防犯・防災・その他）の体制及び対応について  
地震、火災などの災害時に速やかに対応できるよう、防災対応マニュアル、消防計

画などを策定しています。災害時発生時に職員が適切な対応がとれるように訓練や研

修を実施しました。  
避難訓練等は、年 1 回は消防と近隣４施設と合同で、また複合館として港南区生活

支援センターと合同で、それ以外にも単独で実施しました。避難訓練には、日頃利用

される方も参加していただき、職員が適切な対応をとれるよう努めました。職員間で

予め役割を決め、実際の災害発生時に対応できるように実践的な訓練を行うとともに

避難訓練のための職員配置をせず、その当日にいる職員のみでの訓練も行いました。 
港南区と「特別避難場所」の協定を結び、応急備蓄物資を計画的に整備し、災害時

に有効に機能するための体制づくりに努めました。地域防災拠点との通信訓練を実施

しました。また、法人独自に物資の備蓄を行っているとともに、災害時につながりや

すいＰＨＳを用意しています。  
また、ＡＥＤを設置し、職員を対象に操作研修を含む救命救急法研修を実施し、お

客様などが急病になられた際に対応できるようにしました。  
日中は職員が巡回を行い、夜間は館内を確認した後、機械警備を行いました。設備の

保守点検や備品の管理を徹底し、ご利用いただく方の安全に努めました。  
 
 

オ  事故防止への取組について  
緊急時（事故、急病、犯罪等の発生）に備えて、緊急時事故対応マニュアルや緊急

連絡網を整備し、また、それを活かせるように職員に研修を行い、速やかに適切に対

応できるようにしました。  
日中は職員が巡回を行い、夜間は職員が館内を確認した後、機械警備を行いました。 
介護サービスの提供においては、事故未然防止のため、ミーティングや会議にて、

お客様の情報を共有しました。事故が発生した場合は、再発防止に向けて、迅速に状

況分析や原因突明を行い、対策を検討し、改善を実施しました。ミーティングや全体

会議にて報告・共有し職員全員に周知しました。また、事例に基づいた実践的な事故

防止の研修を実施しました。  
法人本部のサービス向上委員会で法人すべての事業所での事故などの事例を検証

し、法人所長会で検討し、他事業所の事故事例を所内会議や回覧で周知し、危機管理

意識を高めました。  
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キ  情報公開への取組についてした  
横浜市が制定する「情報公開条例」の趣旨に則り、法人にて「情報公開規程」を定

め、個人情報保護に最大限配慮しつつ、情報開示に努めていますが、平成 28 年度は

情報開示の請求はありませんでした。  
 また、当ケアプラザの各種事業に関する情報などを、ホームページにて、幅広い多

くの市民の方が、いつでも閲覧できるようにしました。  
 

ク  人権啓発への取組について  
人権の尊重は、福祉職としての基盤です。職員は地域の方々やお客様の人権を大切に

し、皆様が心豊かな生活がおくれるように支援しました。人権の侵害を未然に防ぐた

め、人権についての理解を深めるために、法人本部や所内において「人権研修」を実

施し、あらためて、自分たちの活動を振り返りました。  
  また、人権尊重の理念を多くの方に理解していただくために、「人権デー」や「人

権週間」のポスターなどの館内掲示や、事業などの際に啓発に努めました。 

 

 

ケ  環境等への配慮及び取組について  
 

節電、節水をこまめに行い、コピー用紙の裏面使用など資源の有効活用を行い、資

源ごみの徹底した分別収集に努め、省エネルギー対策・ゴミの減量化など良好な環境

維持を図りました。  
特に電力の消費については、使用していない部屋等の消灯、パソコンや複写機等の

電源を落とすなど節電を徹底しました。また、節水こまを使用しての節水に努めまし

た。  
緑化の推進にため、ケアプラザ敷地内の植栽の維持・管理を行い、環境保全に協力

しました。緑のカーテンを作り、夏場の省エネ対策を実施しました。  
電力がピークを迎える夏期は、適切な軽装による執務を心がけるとともに、扇風機

等を使用し体感温度を下げるように努めました。また冬期についても、窓等の無駄な

開閉をしないなどお客様にも協力を呼びかけました。  
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介護保険事業 

● 介護予防支援事業  

≪職員体制≫  
≪職員体制≫ 平成 29 年３月 31 日現在  
  
管理者 保健師    １名(常勤兼務) 
 社会福祉士     １名(常勤兼務) 
 主任ケアマネジャー １名(常勤兼務) 
 予防プランナー   ２名(非常勤専任 1 名、非常勤兼務１名) 
 
 
≪目標≫  
ア）ケアプラン作成にあたっては、お客様の心身の状況、その置かれている環境等に

応じて、お客様が継続して住み慣れた地域で在宅生活が送れる様に、またご本

人らしく自立した日常生活を営むことができることを目指しました。  
（イ）適正な保健医療サービス及び福祉サービスが、様々な事業者から、総合的に効

率的に提供されるように、公正中立な立場で、ケアプランを作成するととも

に、サービス事業所等との連絡調整を行いました。  
（ウ）事業の実施にあたっては、関係行政機関、地域の保健・医療・福祉サービス事

業者、ボランティア団体等との綿密な連携を図り、総合的なサービス提供の調

整に努めました。  
 
 
≪実費負担（徴収する場合は項目ごとに記載）≫  
 ●通常のサービス提供地域を越える地域に訪問、出張する必要がある場合には、以

下の実費を頂きます。  
①公共交通機関を利用の場合 公共交通機関の運賃分  

※28 年度は、実費負担していただいた実績は、ありませんでした。  
 
≪その他（特徴的な取組、ＰＲ等）≫  

より質の高い援助ができるよう、定期的に会議を開催し、支援方法の検討や情報共

有を行いました。  
 
≪利用者実績≫  

※ 単位は省略してください。               【単位：人】  
 

   
              
 
                                 

４月  ５月  ６月  ７月  ８月  ９月  

233 242 238 236 239 238 

10 月  11 月  12 月  １月  ２月  ３月  
 

240 
 

241 
 

244 
 

252 
 

251 
 

250 
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● 居宅介護支援事業  

≪職員体制≫  平成 29 年 3 月 31 日現在  
  
管理者・主任介護支援専門員 1 名（常勤兼務）  
介護支援専門員       4 名（常勤専従 3 名、非常勤兼務 1 名）  
 
≪目標≫  
 

ア）ケアプラン作成にあたっては、お客様の心身の状況、その置かれている環境に

応じて、お客様が継続して住み慣れた地域で生活が送れるように、またご本人

らしく自立した日常生活を営むことができることを目指しました。  
 
（イ）適正な保健医療サービス及び福祉サービスが、様々な事業者から、総合的に効

率的に提供されるように、公正中立な立場に立ち、ケアプランを作成するとと

もにサービス事業所等との連絡調整を行いました。  
 
（ウ）事業の実施にあたっては、関係行政機関、地域包括支援センター、地域の保健

・医療・福祉サービス事業者、ボランティア団体等との綿密な連携を図り、総

合的なサービス提供の調整に努めました。  
 
（エ）緊急時、24 時間連絡が可能な体制を確保しました。  
 
 
≪実費負担（徴収する場合は項目ごとに記載）≫  

 ●通常のサービス提供地域を越える地域に訪問、出張する必要がある場合には、 
以下の実費を頂きます。  

①公共交通機関を利用の場合、公共交通機関の運賃分  
※28 年度は、実費負担していただいた実績は、ありませんでした。  
 

   
 
≪その他（特徴的な取組、ＰＲ等）≫  
（ア）お客様が住み慣れた地域で安心して在宅生活が送れるように、またご本人らし  
   い自立した日常生活を営むことができるように、地域とのつながりを大切にし  

たインフォーマルなサービスを含めたプランを作成しました。  
（イ）介護保険の認定調査や更新申請の代行も行いました。  
 
≪利用者 実績 ≫  

※ 単位は省略してください。               【単位：人】  
   
              
 
                                 

４月  ５月  ６月  ７月  ８月  ９月  

１７８  
 

１７７  
 

１７７  
 

１７６  
 

１７８  
 

１７８  
 

10 月  11 月  12 月  １月  ２月  ３月  
 

１７８  
 

 
１７９  

 

 
１７９  

 

 
１７９  

 
１７４  

 
１７４  
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● 通所介護事業  

≪提供するサービス内容≫  
 ●通所介護計画書等の作成         ●生活相談（相談援助等）  
 ●機能訓練（日常動作訓練、生活機能向上） ●健康状態の確認  
  ●介護サービス              ●送迎  
 ●入浴                  ●レクリエーション  
 ●食事  
 
≪実費負担（徴収する項目ごとに記載）≫  
1 割負担分  

●（要介護１）        704 円      
（要介護２）     831 円  
（要介護３）         963 円        
（要介護４）      1,095 円  
（要介護５）       1,227 円  

●食費負担       700 円  
●入浴加算      54 円  
●中重度者ケア体制加算  49 円   
●送迎減算（片道）  ▲51 円      
●サービス提供体制強化加算（１）イ 20 円  
●介護職員処遇改善加算Ⅰ  

   １ヵ月のご利用単位数の 1000 分の 40 に相当する料金が加算されます。  
 
※キャンセル料（前日の営業時間終了までにご連絡がない場合、食材料費 500 円をい

ただきました。）  
 
 
≪事業実施日数≫ 週 7 日（年末 12 月 29 日から年始 1 月 3 日までお休み）  
 
≪提供時間≫ 9:30 ～ 16：35 
 
≪職員体制≫ 平成 29 年３月 31 日現在  

管理者      1 名（常勤兼務     1 名）  
生活相談員    4 名（常勤兼務  4 名）  
看護職員      9 名（非常勤兼務   9 名）  
介護職員     33 名（常勤兼務 6 名 非常勤兼務  27 名）  
機能訓練指導員   9 名（非常勤兼務   9 名）  
調理員      7 名（非常勤兼務 7 名）  
ドライバー     8 名（非常勤兼務   8 名）  

 
≪目標≫  
 

(ア）お客様が継続して住み慣れた地域で在宅生活が送れる様に、またご家族の介護

負担軽減を図るために、お客様お一人おひとりの心身の特性を踏まえて入浴、

食事、排泄などの介護を行いました。また、レクリエーションや機能訓練等を

通して心身の活性や現在の機能の維持向上を図り、ご本人らしく自立した日常

生活が過ごせるように支援しました。  
（イ）お客様の意思を尊重し、関係機関との連携を図り、お客様の心身の特性や持て

る力に応じた通所介護計画書を作成しました。  
（ウ）通所介護計画書を基に、要介護状態の軽減や悪化の防止に配慮して通所介護サ

ービスを提供しました。  
（エ）お客様にとって「ご自分らしく楽しく過ごせ、意義あるデイサービス」を提供
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できるように職員の資質向上を図るための研修や業務体制を整備しました。  
 
≪その他（特徴的な取組、ＰＲ等）≫  
（ア）地域のボランティアのご協力を得て、曜日ごとのサークル活動を充実しました。

実習生やボランティアの受け入れを積極的に行い、地域との交流を図り、開か

れたデイサービスに努めました。  
（イ）厨房スタッフが、心を込めて調理した温かい家庭料理やおやつを提供しました。 
 
 
 
 
≪利用者実績（延べ人数）≫  

※ 単位は省略してください。               【単位：人】  
   
 
 
 
 
 
 
 

４月  ５月  ６月  ７月  ８月  ９月  

８３８  ８５３  ８２２  ８７８  ８５９  ８０１  

10 月  11 月  12 月  １月  ２月  ３月  
 
 ７８７  

 
 ７７７  

 
 ７４５  

 
 ７５６  

 
 ７８２  

 
 ８４９  
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● 介護予防通所介護事業  

≪提供するサービス内容≫  
 ●介護予防通所介護計画書等の作成     ●生活相談（相談援助等）  
 ●機能訓練（日常動作訓練・生活機能向上） ●健康状態の確認  
 ●介護サービス                     ●送迎  

●入浴                   ●レクリエーション  
●食事  

 
≪実費負担（徴収する項目ごとに記載）≫  

１割負担分          
●（要支援１） 1,766 円   

（要支援２） 3,621 円  
  但し、横浜市通所介護相当サービス（独自）のみ、要支援 2 の方で週 1 回程度

ご利用の方は、1,766 円  
●食費負担         700 円  
●サービス提供体制強化加算（１）イ  

（要支援１）  78 円  
（要支援２）  155 円  

  但し、横浜市通所介護相当サービス（独自）のみ、要支援 2 の方で週 1 回程度

ご利用の方は、78 円  
●介護職員処遇改善加算Ⅰ  
  １ヵ月のご利用単位数の 1000 分の 40 に相当する料金が加算されます。  

 
※キャンセル料（前日の営業時間終了までにご連絡がない場合、食材料費 500 円を

いただきました。）  
 
  
≪事業実施日数≫週 7 日（年末 12 月 29 日から年始 1 月 3 日までお休み）  
 
≪提供時間≫  9:30 ～ 16：35 
 
≪職員体制≫  平成 29 年 3 月 31 日現在  

管理者      1 名（常勤兼務    1 名）  
生活相談員    4 名（常勤兼務  4 名）  
看護職員      9 名（非常勤兼務  9 名）  
介護職員     33 名（常勤兼務 6 名 非常勤兼務  27 名）  
機能訓練指導員   9 名（非常勤兼務   9 名）  
調理員      7 名（非常勤兼務   7 名）  

ドライバー      8 名（非常勤兼務   8 名）  
 
≪目標≫  
 
（ア）お客様がいつまでも、住み慣れた地域で在宅生活が送れる様に、また、ご家族

の介護負担軽減を図るために、お客様お一人おひとりの心身の特性を踏まえて

入浴、食事、排せつなど自立を促す支援を行いました。また、レクリエーショ

ンや交流、機能訓練等を通して心身の活性や現在の機能の維持向上を図り、ご

本人らしく自立した日常生活が過ごせるように支援しました。  
（イ）お客様の意思を尊重し、関係機関との連携を図り、お客様の心身の特性や持て

る力に応じた介護予防通所介護計画書を作成しました。  
（ウ）介護予防通所介護計画書を基に、要支援状態の軽減や悪化防止に配慮して、現

在の機能が維持できるよう、介護予防通所介護サービスを提供しました。  
（エ）お客様にとって「ご自分らしく楽しく過ごせ、意義あるデイサービス」を提供
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できるように職員の資質向上を図るための研修や業務体制を整備しました。  
 
 
≪その他（特徴的な取組、ＰＲ等）≫  
（ア）将棋、囲碁、麻雀、書道、手芸、絵手紙などのレクリエーションは、ご自分で

選択し、参加して頂きました。  
（イ）楽しみながら身体を動かし、訓練用具を使用した機能訓練を実施しました。  
（ウ）地域のボランティアのご協力を得て、曜日ごとのサークル活動を充実させ、お

客様同士の交流を促進し、地域に開かれたデイサービスに努めました。  
（エ）実習生やボランティアを積極的に受け入れ、地域の方々との交流を図りました。 
（オ）厨房スタッフが、心を込めて調理した温かい家庭料理やおやつを提供しました。 
 
 
 
≪利用者実績（契約者数）≫  

※ 単位は省略してください。               【単位：人】  
   
 ４月  ５月  ６月  ７月  ８月  ９月  

１２  １７  １７  １６  １６  １５  

10 月  11 月  12 月  １月  ２月  ３月  
 
 １６  

 
 １５  

 
 １６  

 
 １６  

 
 １６  

 
 １３  
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● 認知症対応通所介護事業  

≪提供するサービス内容≫  
 ・認知症対応型通所介護計画書等の作成   ・生活相談（相談援助等）  
 ・機能訓練（日常動作訓練）        ・健康状態の確認  
 ・個別機能訓練              ・介護サービス  

・送迎                  ・入浴  
・レクリエーション            ・食事  

         
≪実費負担（徴収する項目ごとに記載）≫  
 １割負担分  
（ア）（要介護１） 1,072 円    

（要介護２） 1,188 円  
（要介護３） 1,305 円    
（要介護４） 1,422 円  

    （要介護５） 1,539 円  
（イ）食費負担  700 円  
（ウ）入浴加算     55 円  
（エ）個別機能訓練加算 30 円  
（オ）送迎減算（片道）  ▲52 円  
（カ）サービス提供体制強化加算（１）イ 20 円  
（キ）介護職員処遇改善加算Ⅰ  
   １ヵ月のご利用単位数の 1000 分の 68 に相当する料金が加算されます。  

 
※キャンセル料（前日の営業時間終了までにご連絡がない場合、食材料費 500 円を

いただきました。）  
 

≪事業実施日数≫週 7 日（年末 12 月 29 日から年始 1 月 3 日までお休み）  
         
≪提供時間≫  9:30 ～ 16：35  
 
≪職員体制≫   平成 29 年 3 月 31 日現在  

管理者      1 名（常勤兼務 1 名）  
生活相談員    ４名（常勤兼務  4 名）  
看護職員      9 名（非常勤兼務 9 名）  
介護職員     16 名（常勤兼務 2 名 非常勤兼務 14 名）  
機能訓練指導員    9 名（非常勤兼務 9 名）  
調理員      7 名（非常勤兼務  7 名）  
ドライバー     8 名（非常勤兼務  8 名）  

≪目標≫  
（ア）お客様が継続して住み慣れた地域で在宅生活が送れる様に、またご家族の介護

負担軽減を図るために、お客様お一人おひとりの心身の特性を踏まえて入浴、

食事、排泄などの介護を行いました。また、個々に合わせたレクリエーション

や機能訓練等を通して心身の活性を図り、認知機能の低下を予防し、ご本人ら

しい、いきいきとした日常生活が過ごせるように支援しました。  
（イ）お客様やご家族の意思を尊重し、関係機関との連携を図り、お客様の心身の特

性や持てる力に応じた認知症対応型通所介護計画書を作成しました。  
（ウ）認知症対応型通所介護計画書を基に、要介護状態の維持、もしくは改善を図り、

自立した日常生活を営むことができるように認知症対応型通所介護サービスを

提供しました。  
（エ）「お客様がいつも笑顔で、ご自分らしくいきいきと過ごせ、ご家族が安心してい

ただけるデイサービス」を提供できるように職員の資質向上を図るための研修

や業務体制を整備しました。  
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≪その他（特徴的な取組、ＰＲ等）≫  
（ア）地域のボランティアのご協力を得て、社会参加の機会を増やします。実習生や

ボランティアの受け入れを積極的に行い、地域との交流を図り、開かれたデイサ

ービスに努めました。  
（イ）厨房スタッフが、心を込めて調理した温かい家庭料理やおやつを提供しました。 
 
 
 
≪利用者目標（延べ人数）≫  

※ 単位は省略してください。               【単位：人】  
   
 
 
 
 
 
 
 

４月  ５月  ６月  ７月  ８月  ９月  

２１３  ２４７  ２１２  ２２０  ２１５  ２３７  

10 月  11 月  12 月  １月  ２月  ３月  
 

２１５  
 

２３９  
 

２２４  
 

１９９  
 

１８８  
 

２０２  
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地域ケアプラザ 

 
２ 地域活動交流部門・地域包括支援センターの連携(生活支援体制整備事業も含む) 

地域活動交流、福祉総合相談窓口（地域包括支援センター）の職員は月に１回、５

職種会議（生活支援コーディネーターも含む）を開催し、担当ごとの事業などの情報

交換、地域アセスメント、地域課題を把握し、支援方法を検討・実施しました。  
地域福祉保健計画推進についても５職種連携し、地域の方々と取り組みました。ま

た、介護予防事業や、地域活動サポーター養成講座を協働で開催しました。  
 地域関係者やボランティア等の打合せ内容や事業の実施記録を速やかに作成・回覧

し、情報の共有を行い、ボランティア育成と活動場所の提供についても、共に検討し

ました。  
ケアプラザの活用が少ない地域の出前講座を５職種で連携して実施しました。  

地域での見守りの一環として、見守り事業「ひまわりホルダー」を５職種で連携し、

推進しました。  
 

 
３ 職員体制・育成  

ケアプラザの各事業において、お客様に満足していただけるサービスを提供するため

に、事業＜福祉総合相談窓口（地域包括支援センター）・地域活動交流事業・生活支援＞

ごとの専門に応じて、一定の資格要件に基づき職員配置に努めました。今年度は地域包括

支援センターの職員 2 名分が加配されましたが、1 名は配置できませんでした。なお、よ

り安定した運営のために、独自に事務職員を配置しました。 

地域の様々な相談や問い合わせ等に適切に対応できるよう、専門職として、ケアプラザ

の職員としての資質向上と専門的資格取得が大切と考えます。 

年間の法人及び事業所研修計画により、職種別、課題別研修などへの参加や外部研修に

も積極的に職員を参加させました。受講者は、研修報告書を作成し、職員間で情報を共有

し、お互いの資質向上に役立てました。 

研修のみならず、事業所内や法人内の職種別会議に参加し、情報交換や職種間の課題に

ついても話し合い、職種におけるスキルの向上に努めました。職員が研修や会議に参加し

１ 総合相談（高齢者・こども・障害分野への対応）  
当ケアプラザの窓口にいらした方に気持ちよく相談していただくために、職員だれ

もが「身近な相談者」を目指し、来館者にとって、相談しやすい雰囲気づくりに努め

ました。様々な相談に対して、福祉総合相談窓口（地域包括支援センター）の職員が

中心になって対応しますが、必要に応じて、専門機関や区役所と連携し、適切な支援

をしました。  
高齢・子ども・障がい分野やその他の問い合わせについて「地域活動交流相談記録」、

５職種が地域の課題を共有するための「地域関係者との地域課題に関する話合い等報

告書」を活用し、職種を越えての連携や情報の共有を図り、個別相談につなぐべきケ

ースを発見できるように努めてきました。  
また、高齢に限らず、障がい・子育てについての相談窓口を充実させるほか、介護

サービスの最新情報はもちろん、地域のインフォーマルサービス等の情報を収集・整

理し、支援を必要とする方に分かりやすく情報提供しました。  
出前講座や地域のサロン、地域関係者との会合等、機会があるごとに積極的に参加

し、福祉総合相談窓口（地域包括支援センター）や地域ケアプラザの役割などについ

て広報しました。  
 今年度は特にケアプラザの活用が少ない地域に積極的に５職種連携して出向き、福

祉保健の相談者としての周知を図り、多くの方の相談に対応しました。また、相談の

内容を分析し、このエリアの傾向から事業や出前講座などに役立てました。また、「ひ

まわりホルダー」の新規登録や更新時等にも説明し、継続的に周知しました。  
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やすい環境づくりを行いました。また、資格取得に関しても取得できるように支援しまし

た。 

朝礼では、日々の連絡事項のみならず接遇などについても声を掛け合い、接遇の向上に

努めました。職員一人ひとりが、法人の理念や当ケアプラザの事業方針「地域が主役、つ

ながりを大切に、身近な相談者」を実践でき、「チーム港南中央の一員」として、役割が

はたせるよう、日常的な OJT 体制を充実しました。  

 
４ 地域福祉のネットワーク構築  

第３期地域福祉保健計画については今年度は計画を具体的に実践していくことを課

題として各関係機関と連携し、推進することを念頭に活動しました。また、３地区で

開催される意見交換会への参加をはじめ、区社会福祉協議会や区役所と連携してマッ

プ作りを行うなどのアセスメントを実施し、地域ニーズを明らかにしながら、それぞ

れの地区にあった方向で支援しました。  
連合町内会の定例会や民生委員児童委員協議会の定例会に出席し、意見交換しなが

ら各地域の情報を収集しました。また、町内会やシルバークラブ、地域の企業などの

要請により５職種が協働して出前講座を実施した際に、各団体の活動内容を把握しま

した。  
上大岡地区は「みんなで上大岡を考える会」の開催支援や「連合・社協まつり」に

て健康チェックコーナーを実施しました。また、「上大岡いきいきスクール」、「上大岡

コミュニティランド」、「リハビリ教室」の支援をしました。  
笹下地区は、ケアプラザ・区社会福祉協議会・区役所が事務局として広報誌「ささ

げひろば」の編集委員会や発行を支援しました。また、笹下地区民生委員・児童委員

と共催し、三世代交流「ささげひまわりサロン」を開催しました。「桜まつり」「ささ

げまつり」にケアプラザとして参加し、ブースにおいて健康チェックコーナーの実施

やケアプラザの紹介をしました。  
日野第一地区は、「日野第一ふれあいフェスタ」の会場内の地区社会福祉協議会のコ

ーナーで、地域活動の紹介、地域福祉保健計画の広報・周知、健康チェックの実施を

支援しました。また、「もめんの会」の開催支援や毎月 25 日の「五楽会」に５職種が

参加し、参加者の相談や様々な情報提供を行いました。  
各地域防災拠点の防災訓練と連携し、非常時における協力関係を強化しました。  

 
５ 区行政との協働  

 
第３期地域福祉保健計画については、３地区で開催される意見交換会、各地区の行

事や定例会やサロンなどに参加し、区役所・各関係機関と連携し、推進しました。ま

た、区役所や区社会福祉協議会と連携してアセスメントを実施し、地域ニーズを明ら

かにしながら、それぞれの地区毎に支援しました。また、区役所が開催した「しゃべ

っちゃお」、「元気づくりフォーラム」の運営に協力しました。  
総合相談支援においては、区役所とのカンファレンス以外に日常的に区役所や区社

会福祉協議会と連携し、住み慣れた地域で安心して暮らせるように支援しました。  
２８年度より、見守り事業「ひまわりホルダー」を区役所や区社会福祉協議会と連

携し、１０月より区内全ケアプラザで実施しました。  
２８年度より新たに始まった生活支援体制整備事業では、地域の資源把握のために地域

活動サービスリストや地域団体のヒアリングシートの作成、事業の推進のための検討を区

役所・区社会福祉協議体と一緒に取り組みました。日常生活圏域の生活支援・介護予防の

充実を進めていくために協議体を地域ケア会議と併せて区役所・区社会福祉協議会と一

緒に取り組みました。 

その他、区民企画講座の積極的な受け入れや「赤ちゃん教室」を民生委員や保健推

進活動員とともに協力実施しました。 
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地域活動交流部門 

１ 福祉保健活動等に関する情報収集及び情報提供  
情報収集したものを集約し、地域の方によりわかりやすく発信できるように当ケア

プラザの地域版広報紙「それいゆ通信」を隔月に発行しました。広報紙は自治会町内

会の協力の下、担当地区へ回覧し、当ケアプラザの取組や事業の紹介、お知らせ、各

地区の福祉保健活動、地域福祉保健計画の状況などの情報提供、ボランティア等の紹

介も引き続き行いました。また、近隣施設にも配架を依頼し、出前講座の際にも、地

域の方々への情報提供を行いました。  
１階のロビーにウォーキングポイントのリーダーを設置しているため、付近にウォ

ーキングに関するチラシや、健康づくりに関するチラシを配架しました。階段の踊り

場に 3 地区の広報誌、地域活動情報等を掲載できる「各地区の活動情報コーナー」を

設け、地域の方にわかりやすい情報提供に努め、来館者に地域活動に興味をもってい

ただけるようにしました。  
今年度はより多くの方にボランティア活動を知っていただけるようにそれいゆ通信

の中で地域のボランティアの方や登録団体の福祉保健活動の様子（地域サロンでの活

動）などを掲載しました。  
子育ての事業をはじめ、講座の募集については、区役所の広報紙やホームページに

掲載し、若い世代の方など、多くの方にケアプラザの情報を提供しました。  
今年度も引き続き、貸室の空情報もホームページに掲載し、幅広い層への情報提供

に努めるとともに、ホームページをご覧になれない方には、ケアプラザ内にも空き室

状況を貼り出しました。28 年度は貸室登録マニュアルが変更されることについて説明

会を２度行い、貸室団体に福祉保健活動実施について理解いただき、積極的に行って

いただけるように説明を行いました。団体同士の交流になるように情報を収集し、誰

もが貸室団体情報を得られるように情報ファイルを設置し、随時更新することを説明

しました。  
事業参加者や貸室利用された方へのこまめな声掛けを行い、参加者同士や貸室団体

同士の「つながり」ができるように努めました。個人・団体ボランティア交流会をボ

ランティア当事者に進行を協力していただき、参加しやすいスタイルになるようにし

ました。また、利用者アンケートにて、「避難経路がわかりにくい」とのご意見に関し

ては、事業の際説明をすることでわかりやすかったという声をいただきました。また

「広報紙の中のカレンダーが見にくい」とのご意見については、紙面構成を考え、よ

り見やすいものに変えました。  
相談等については、地域活動交流部門としてコーデイネーター・サブコーディネー

ターが相談についての連携が取れるように工夫しました。  
地域においては､各関係機関の定例会や行事、サロンに参加するなど、地域活動を把

握しました。  
 
 

 
２ 福祉保健活動団体等が活動する場の提供  

多目的ホールの貸室状況は、9～12 時、12 時～15 時の枠は 90％近い利用率になっ

ています。多くの利用希望団体・グループがあるため、公平にご利用いただくために、

毎月１日に抽選で利用を決定しました。利用者アンケートからは、比較的希望する時

間が取れていること、また取れなかったときに他の日時を提示され、よかったとのお

声をいただきました。貸室の空情報もホームページ上で３回更新し、多くの幅広い層

への情報提供に努め、ホームページをご覧になれない方のため、ケアプラザ内にも空

き室状況を貼り出しました。  
地域福祉保健活動を推進するために、積極的に区民企画運営講座の事業も受け入れ

ました。  
29 年度より改正されるマニュアルに則り、登録団体には積極的に福祉保健活動を行
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っていただけるように説明を行い、これまで行っていたデイサービスでのボランティ

アの他に、自主事業や地域のサロンへの出前講座にも関わっていただけるように声掛

けしました。今年度は「オレンジリボン運動」や「ひまわりフェスタ」などで、今ま

で依頼したことのない貸室団体にも積極的に事業への協力を依頼しました。今後、ボ

ランティア団体として、地域の活動、事業の運営や講師、デイサービスなど活動場所

を提供する予定です。  
当ケアプラザで立ち上がったボランティアグループの活動場所として、地域で開催

されている様々な行事への参加をはじめ、ケアプラザのおまつりやボランティアフェ

スティバル、夏祭り（世代間交流）盆踊り大会などで活躍していただきました。  
「登録団体交流会」や「個人・団体ボランティア交流会」を開催し、交流を図ると

共に今後の交流会については、より団体同士のつながりを深める方法について検討し

ました。登録団体交流会の中では「メンバー募集をしたい」「合同で演奏会をしたい」

などの声があり、交流のためにメッセージボードを設置することになりました。登録

団体の情報を交換のために「登録団体表」を活用することになりました。  
 

 
３ 自主企画事業  

高齢者、障がい児・者、子育て支援など、それぞれの地域ニーズや特性に応じ企画

を行い、幅広い世代の参加が得られるような自主事業を展開しました。  
昨年度に引き続き、高齢者対象の事業は、すべて介護予防の一環として、「事業一覧」

の作成や入口に「情報コーナー」を設け、広報・周知し、地域の方々が興味のある事

業を選択しやすく工夫しました。２か月に１回発行している「それいゆ通信」の中で

も、事業紹介記事を１面の目につきやすいところに載せ、参加につながるように工夫

しました。  
需要の大きい０～１才児向けの事業は、講師と相談し、小さな子どもを連れても参

加できる季節のイベントを実施しました。今年度はハロウィンイベントを実施し、参

加親子に向け子ども虐待防止「オレンジリボン運動」の啓発を行いました。  
定年後の男性を含めた方が地域とつながりができるよう「シニア向けスマートフォ

ン講座」を開催し、初めてケアプラザを利用される方の参加につながるとともに、他

事業参加にもつながりました。  
パパ講座では、パパさんボランティアにお手伝いいただき、地域での子育てについ

て学ぶ講座を開催し、お父さんの参加を促進しました。  
障がい児者支援講座では、当事者が地域の方に伝える「災害時に私たちができるこ

と」講座を開催し、障がい児者の理解を多くの方に深めていただきました。  
 

  
 

 
４ ボランティアの育成及びコーディネート  

28 年度もボランティア活動実績が多く、活動内容も多岐にわたっていました。  
福祉総合相談窓口（地域包括支援センター）と共催で「地域サポーター養成講座」

として「認知症予防スリーＡ」の普及のための支援者養成講座を実施し、ボランティ

アの質の向上に努めました。  
28 年度は登録団体に地域のサロンや自主事業、出前講座などでの活動をしていただ

き、活躍の場を広げることができました。また、「登録団体交流会」「個人・団体ボラ

ンティア交流会」「ボランティア感謝会」などでお互いの活動の情報交換や交流を図

り、つながりの輪を広げるとともに、ボランティア活動の意見交換を行いました。  
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地域包括支援センター 

 １ 総合相談・支援  

総合相談  
地域の方や民生委員等の福祉保健関係者、ケアマネジャー等のサービス事業所が気

軽に相談できる窓口として活用してもらえるように、地域のサロンや各種会議への参

加や事業所訪問、広報等の媒体を活用し「福祉総合相談窓口（地域包括支援センター）」

を周知しました。  
 相談に関しては、ご本人・ご家族や地域の状況も踏まえて、地域包括支援センター

３職種が連携し、速やかに訪問してご本人・ご家族のニーズを把握するなど総合的に

支援し、必要に応じて日常生活支援総合事業やサービス事業者、医療機関、専門機関

へとつなぎました。その際、関係機関と引き継ぎや連携を図り、チームケアに結び付

けることで相談者が安心して生活できるよう支援しました。  
 認知症・虐待・権利擁護などの相談に結びつくよう、研修会や相談会などの事業を

企画、実施しました。また、「認知症サポーター養成講座」「老後応援寺子屋」を開催

し、地域で見守りや予防の目を増やし、相談に結びつくように啓発を行ないました。  
 
 

地域包括支援ネットワークの構築  
福祉総合相談窓口（地域包括支援センター）の職員が地域活動交流担当者、生活支援コ

ーディネーターとともに上大岡・笹下・日野第一の各エリア担当となり、地域で行われる

意見交換会や関係機関の定例会、サロンなどに参加し、地域の社会資源やネットワーク、

地域課題の把握に努めました。 

第３期地域福祉保健計画の推進を各地域、関係機関と協働で取り組みました。 

各地区の民生委員と横浜市ひとり暮らし高齢者「地域で見守り」推進事業をはじめ、地

域の高齢者の見守りについて、連携を図りました。 

地域の各関係機関を含めた地域ケア会議を推進し、その中から個別課題や地域課題等な

ど様々な問題を把握し、ネットワークの構築に取り組みました。 

 また、地域活動交流担当者、生活支援コーディネーターと協働し、見守り事業「ひまわ

りホルダー」を推進し、各関係機関と連携しました。  
 
 

 
 

実態把握  
地域ごとの相談内容の集計や他職種連携での地域アセスメントを５職種会議や包括

カンファレンスにおいて実施し分析を行い、地域のニーズを把握に努めました。また、

「地域支えあいマップ」づくりを区社会福祉協議会と連携し、細やかな地域内の関係

や課題について把握しました。把握している相談者についてはニーズと状況の確認の

ため、必要に応じ個別訪問を行いました。  
地区民生委員からの個別相談や各シルバークラブ連合会や自治会・町内会の各部会、

サロンなどからの依頼に応じた「出前講座」等を積極的に行い、一人暮らし高齢者、

高齢者世帯などの実態把握をすると共に見守りを必要とする方々の情報も把握しまし

た。  
地域からの出前講座の依頼が定着しつつあり、より一層地域の方々とのつながり増

え、情報把握ができました。  
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 ２ 権利擁護  

権利擁護  
支援を必要な方やそのご家族などに対しては、関係機関と連携しながら成年後見制

度の概要や手続きの流れを説明し、必要に応じて申し立ての手続きの支援をしました。 
成年後見制度普及や地域の方に制度を理解して頂くために、分かりやすい研修会を企

画し、実施しました。また、チラシ等の媒体を活用して地域への情報提供、啓発活動

を行いました。  
 地域に出向いた「出前講座」や事業の際に消費者被害防止についても伝え、注意喚

起しました。今年度は「シニア向けスマートフォン講座」にて「港南区安全・安心メ

ール」の登録の仕方を実践し、消費者被害防止を注意喚起を行いました。  
 
 
 
 

高齢者虐待  
 

総合相談の際、適切でないケアや高齢者虐待が疑われる要素がある場合は、早期に

区役所や関係機関と情報を共有し、関係者間のチームでの支援体制の構築や事実確認

に努めています。積極的な介入が必要な際は、チームで連携しながら対象者及び擁護

者に適切な支援をしました。  
高齢者虐待防止のため、虐待について理解していただけるよう、周知活動を行い、

地域の中で見守りの目を増やしました。  
 区内の地域包括社会福祉士と連携し、自・他事業所のデイサービスなどにおいても

研修を実施し、専門職として正しい知識を持ち、観察できるように資質向上に努めま

した。  
  

 
 

認知症  
 

認知症になっても住み慣れた地域で暮らし続けることができるよう、認知症の理解

を深め、地域で支えていけるよう「認知症サポーター養成講座」を開催しました。  
 また、地域や企業などへの出前講座を積極的に実施し、地域の方々に理解を広めて

きました。その際、地域のキャラバンメイトなどの協力をいただき、実施しました。  
 今年度は「地域活動サポーター養成講座」をスリーA の支援者養成講座とし、地域

のサロンなどで認知症予防を推進して下さる方を増やしました。  
また、地域の支援者とともに認知症の方やそのご家族、地域の方々が気軽に寄れる

場として、認知症カフェ「えんがわカフェ」と若年性認知症のつどい「みなとみな」

の開催を他の地域ケアプラザ、区社会福祉協議会との協働により本格実施しました。  
 「ひまわりホルダー」を区内全域で実施することにより周知が区内全域にはかられ、

地域の中での見守りの目が幾重にも広がりました。  
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３ 介護予防マネジメント  

介護予防ケアマネジメント力  
身体状況に不安のある高齢者及び引きこもり傾向にある高齢者に対しては、相談等から

基本チェックリストを使って状態把握をしました。必要に応じて日常生活支援総合事業な

どにつなげました。 

 介護予防支援・介護予防ケアマネジメントのサービスの必要な高齢者には、介護予防に

ついて説明し理解していただき、意欲的な生活が送れるよう自立支援に向けた介護予防・

介護予防ケアマネジメント計画書を作成し、その方にあったサービスにつなげました。 

介護予防支援事業者と連携し、適切な介護予防支援・介護予防ケアマネジメント業務に

ついて支援しました。 

 また当ケアプラザの自主事業、自主グループや地域のサロンなどを紹介し、介護予防サ

ービスだけでなく、インフォーマルサービスの利用をお勧めし、介護予防の必要な方が、

自分自身の健康は自分でも管理するという意識を自覚して日常生活を送っていただける

よう支援しました。そのためにも「日常生活支援総合事業」の周知に努めました。 

 

 ４ 包括的・継続的ケアマネジメント支援  

地域住民、関係機関等との連携推進支援  
５職種と協働・連携し地域で行われる出前講座・研修会に出向き、福祉総合相談窓口（地

域包括支援センター）の役割の広報・周知や出前講座にて介護保険の利用方法やケアマネ

ジャーの役割などを周知しました。また、地域のインフォーマルサービスなどの情報を収

集し整理すると共に地域のケアマネジャーにインフォーマルサービス活用の支援をしま

した。 

 ケアマネジャーと民生委員がより連携し情報を共有できるように「港南区民生委員・ケ

アマネジャー連絡票」の更新及び連絡票の普及の取組をしました。 

また、民生委員とサービス事業者、ケアマネジャー等の連絡会を開催し、情報交換を行

い、お互いの役割などをより理解する機会としました。 

地区民生委員児童委員協議会の定例会等に出席し地区民生委員とのつながりを深めま

す。 

 28 年度も、民生委員と連携し、横浜市一人暮らし高齢者「地域で見守り」推進事業に

協力しました。 

 地域の関係機関や介護サービス事業者と連携し、地域密着型サービス事業所の運営推進

会議に出席し、地域密着型サービス事業所の理解を深めるとともに顔の見える関係づくり

に努めました。 

 地域の関係機関や介護サービス事業者と連携し、見守り事業「ひまわりホルダー」を推

進しました。  
 

医療・介護の連携推進支援  

港南区在宅医療相談室と連携し、事例検討会や連携推進会議、研修会への参加・協力を

通じ、医療と介護の連携がより図れるよう取り組み、医師や介護サービス事業者との関係

構築を図りました。 

地域ケアプラザ協力医の協力を得て、ケアマネジャーや介護サービス事業所の医療連携

が図れるよう、サロン（勉強会）の企画、運営を行い、ケアマネジャーが医療連携をスム

ーズに行えるよう支援しました。 

区内地域包括支援センターと連携し「医福ネット」に参加し、地域の医療関係者とサー

ビス事業所との連携に協力しました。さらに、医療機関が実施する勉強会や連携推進会議

へ積極的に参加し、医療機関との顔の見える関係づくりに努めました。 

また、担当地域内の地域密着型サービス事業所の「医療・介護連携推進会議」に出席し、 

事業所の状況を把握し、担当者との顔の見える関係を強化しました。 

個別ケアを通して、地域のニーズや課題の把握に努め、地域ケア会議を開催し、地域の

医療機関や関係機関と連携が図れるよう取り組みました。  
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ケアマネジャー支援  

区内地域包括支援センターと協働しケアマネジャー向け研修会を実施しました。新任ケ

アマネジャーには上期に施設見学会、下期には初級ケアマネジメント講座を開催し、現任

ケアマネジャーに対してはケアマネジメント研修を実施しました。 

 ケアマネジャーの情報交換と学習の場の提供として、ケアマネサロンの開催を継続し、

各回テーマを決めて情報提供を行いました。 

また、区のケアマネジャー連絡会、自主勉強会の後方支援し、情報の発信や周知を行い

ました。多くのケアマネジャーが参加され、個別ケース支援での「福祉総合相談窓口」（地

域包括支援センター）への相談も増えました。 

各種事業については、ケアマネジャーが効率よく出席できるように港南区役所、区内地

域包括支援センターと連携し実施しました。 

 担当地域内の見守りの必要なケースや処遇困難ケースについては担当ケアマネジャー

との情報を共有し、関係機関への働きかけ、カンファレンスの開催などを支援しました。

また、ケアマネジャーが気軽に相談できるよう事業所訪問を実施し身近な相談相手となる

よう努めました。 

 今年度から始まる資格体系の変更に対応できるように情報を随時把握し、ケアマネジャ

ーに提供できるよう区内地域包括支援センターと協働し、地域のケアマネジャーにとって

必要なことが研修できるよう検討しました。  
 

 
多職種協働による地域包括支援ネットワーク  

個別ケース地域ケア会議、包括レベル地域ケア会議を開催し、多職種の専門的視点を交

えて検討し、地域の高齢者の実態把握や地域課題の把握、課題の分析を実施しました。 

地域ケア会議を通じて関係職種の資質向上や連携を促進し、個別支援の充実につながるよ

う取り組みました。  
 

 

５ 介護予防事業  
介護予防事業  

今年度は「地域活動サポーター養成講座」をスリーＡ支援者養成講座とし、講座修了者

が地域のサロンなどで活躍できるよう支援し、地域の方々の認知症の理解と認知症の予防

を推進しました。 

 介護予防の推進として地域の支援者と共に、ロコモ予防や音楽による介護予防など幅広

い事業に力を入れて実施しました。また地域サロンなどで出前講座をボランティアグルー

プと共に積極的に行い、地域の方々の介護予防の取組の機会を提供しました。 

 ロコモ予防については、3 地区の保健活動推進員と各町内会館等で共催し、地域の方に

声をかけてもらうことで、日頃ケアプラザまで足を運びづらい方にも多く参加していただ

きました。  
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６ 生活支援体制整備事業 
 

ニーズ・資源の把握・分析、資源情報リストの作成  
28 年度は、毎年のように出前講座等実施依頼のある町内会だけではなく、出向けて 

いない町内会や地域のサロンにも出向くと共に、各連合の定例会や地域福祉保健計画

の推進会議に参加し、地域の取組や活動の把握をしました。 

福祉ネットワークの会議に参加し、地域内でのニーズ、課題についての把握をしま 

した。地域包括支援センターの相談等からそれぞれの地区の地域性・ニーズなどにつ

いて分析しました。 

各町内会やシルバークラブの活動、地域サロン、ケアプラザの講座などインフォー

マルサービスの情報リストを作成しました。 

５職種で連携し、地域資源、課題、ニーズを共有し既存のサロンの支援や、新規サ 

ロン等の支援を行いました。 

区社会福祉協議会と協力し、地域支えあいマップづくりに参加し、細やかな地域内

の関係や課題について把握しました。また、マップづくりから見えてきた課題等につ

いて情報共有し、解決の方法を検討しました。 

地域の方の協力の元、「地域活動情報冊子」として連合町内会・地区社会福祉協議会、 

福祉ネットワーク、町内会ごとの紙面作成を始めました。  
 

圏域レベルの協議体の設置・開催  
地域福祉保健計画の推進会議や意見交換会に参加し、推進の方向性の確認や住民主 

体で取り組めるように支援しました。今後、協議体を地域ケア会議と合わせて開催す

ることにより細かなエリアで身近な地域課題について話し合える場を開催します。 

開催にあたっては地域ケア会議の内容と結びつくように地域包括支援センター、区

役所、区社会福祉協議会と連携して、多面的な課題共有、検討していきます。  

 
圏域レベルの目標・取組事項の設定  

５職種連携により作成した地区アセスメントシートなどを元に地域の課題、ニーズ、

社会資源などを区役所・区社会福祉協議会と共有し、地域支援の方法について共通認

識を持って支援しました。 

 
具体的な取組事項への着手  

他の機関と連携しながら今後行う取り組み事項の準備を進めました。 

５職種で連携して、ウォーキング講座を介護予防・地域魅力発見・地域資源把握の

観点から開催しました。コース設定については地域の方にも協力をしていただき、実

施しました。 

 

７ その他  

 
 
28 年度は、区役所や他の地域ケアプラザと連携し、見守り事業「ひまわりホルダー」

を港南区全体に広げ、実施することができました。  
 
 

 



平成28年４月１日～平成29年３月31日

（単位：千円）

認知症対応型
通所介護

包括的支援 介護予防事業 介護予防支援

14,825 30,041 151 7,866 35,097 5,789

88,626 3,673 33,426

介護予防ケアマネジ
メント費

7,100

認定調査 520

雑収入（自販機） 193 51

雑収入（課税） 594 289

原案作成委託料 408

受入研修費 56

その他 24,122 7,475

15,612 30,437 151 15,374 35,617 112,748 3,673 40,901 5,789

10,867 31,851 2,990 28,281 22,976 5,288

1,799 2,474 10,146 2,499 2,725

763 459 197 0 173 3,039 323

6,440 1,712 0 2,707

　　

消費税 850

指定管理料戻入

会計区分外繰入 2,238 4,664 9,454 178

20,719 36,496 197 15,374 35,617 40,901 5,789

-5,107 -6,059 -46 0 0 7,540 3,673 0 0

105,208

収支　（Ａ）－（Ｂ）

※　介護予防プランを他事業者へ委託する場合の取扱は、介護報酬を一旦全額収入に計上した後、他事業者へ委託料として支払う分を支出に計上してください。

※ 上記以外の事業（認知症対応型通所介護等他の事業)を実施している場合は、事業ごとに列を増やして同じように記載をしてください。

※　指定管理料提案額をベースに作成してください。

支
出

支出合計（Ｂ）

76,134

 事務費 7,240

 事業費 8,738

 管理費 9,501

 人件費

 その他

3,595

収
入

 指定管理料等収入

 介護保険収入

 その他

収入合計（Ａ）

平成28年度　地域ケアプラザ収支報告書

施設名：横浜市港南中央地域

科目 地域活動交流
地域包括支援センター

居宅介護支援 通所介護

予防通所介護
・

第１号通所介
護

生活支援体制
整備事業



平成28年度　自主事業収支報告書

①募集対象

事業名 ②募集人数

③一人当たり参加費 指定管理料 参加費 講師謝金 材料費 その他

赤ちゃん教室 はじめての子の親子

無 0 0 0 0 0 0

おはなしの風 未就園親子

無 0 0 0 0 0 0

どれみの森のお友達 1歳児親子

１歳児どんぐり ２０組×２回

４００円 154,844 30,044 124,800 133,644 10,000 11,200

どれみの森のお友達 ２・３歳児親子

２・３歳児くれよん ２０組

４００円 82,422 22,422 60,000 66,822 10,000 5,600

ママのしゃべり場 未就園親子

こどもの遊び場

無 9,000 9,000 0 9,000 0 0

ちょこっと幼稚園 入園前親子

３０組

５００円 82,000 46,500 35,500 75,000 7,000 0

ゆらりんころりん １歳以下の親子

３５組

３３0円 63,920 23,000 40,920 60,000 0 3,920

カンガルーヨガ ０歳以下の親子

２０組

４００円 26,728 5,128 21,600 26,728 0 0

はじめての囲碁教室 小学生と高齢者

１２組

無 20,000 20,000 0 20,000 0 0

囲碁クラブ 小学生と高齢者

１２組

無 0 0 0 0 0 0

心の健康教室 地域

３０人

無 0 0 0 0 0 0

たのしい 高齢者

押し花アート １２人

無 17,500 17,500 0 17,500 0 0

シルバーフラダンス 高齢者

３０人
３００円 116,488 688 115,800 66,822 36,226 13,440

自　　主　　事　　業　　決　　算　　額　

支出収入
総経費
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セカンドライフ港南中央 ５５歳以上の男性

無 0 0 0 0 0 0

男性のための歌声喫茶 ５５歳以上の男性

４０人×４回

２００円 38,258 2,858 35,400 20,000 18,258 0

そよかぜふれあいまつり 地域

無 0 0 0 0 0 0

あおぞら交流会 地域

無 0 0 0 0 0 0

年末大掃除と ボランティア

ボランティア感謝会

無 25,700 5,700 20,000 0 25,700 0

セカンドライフ大学校 地域

無 0 0 0 0 0 0

個人・団体ボランティア交流会ボランティア

無 2,828 2,828 0 0 2,828 0

登録団体交流会 ボランティア

無 0 0 0 0 0 0

ひまわりフェスタ 地域

無 34,115 5,168 28,947 0 34,115 0

港南ネットまつり 地域

無 0 0 0 0 0 0

港南区 ボランティア

ボランティア

ﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ 無 0 0 0 0 0 0

ミニギャラリー 個人・団体

無 0 0 0 0 0 0

夏祭り(世代間交流） 地域

盆踊り大会

無 0 0 0 0 0 0

おまつりひろば 地域

無 0 0 0 0 0 0
大人のための 地域
絵本タイム

無 0 0 0 0 0 0
お楽しみクリスマス会 未就園児親子

30人

400 15,000 6,000 9,000 15,000 0 0

パパも遊ぼう！ 未就学児と父親

１５組

400 760 260 500 0 200 560
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ハロウィーン＆親子コンサート未就園児親子

40組

50円・200円 8,724 6,374 2,350 6,000 2,724 0
お楽しみ演芸会 高齢者

40人

100円 5,000 900 4,100 5,000 0 0
災害時に私たちができること 地域の方

40人

無 0 0 0 0 0 0

包括・地域活動交流共催事業

五楽会 高齢者

無 0 0 0 0 0 0

若草会 高齢者

１００円　４００円 85,550 16,350 69,200 29,000 49,830 6,720

地域活動 地域

ｻﾎﾟｰﾀｰ 35人×4回

養成講座 無 0 0 0 0 0 0

出前講座 地域

無 0 0 0 0 0 0

ささげひまわりサロン 地域

無 0 0 0 0 0 0

見守り事業 高齢者

ひまわりホルダー

300円　 50,976 6,176 44,800 0 50,976 0

虹の会 各回30人程度

1・3・5週￥50×30人×27

2・4週￥150×30人×24

238,040 122,690 115,350 195,200 0 42,840

まち探検ウォーキング 地域

30人

無 20,905 0 0 16,705 0 4,200

包括支援センター事業

福祉用具の展示 地域

無 0 0 0 0 0 0

やよい会 高齢者

無 0 0 0 0 0 0
介護者の集い
さくらの会

介護者

無 0 0 0 0 0 0
お達者クラブ 高齢者

無 0 0 0 0 0 0
あすなろ会 高齢者
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無 0 0 0 0 0 0
オリーブ音楽会 高齢者

40人程度
150円 54,787 5,587 49,200 54,787 0 0

物作りサロン 高齢者
ひだまり

無 0 0 0 0 0 0
それいけ倶楽部 ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ・地域

無 0 0 0 0 0 0
元気玉の会 ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ・地域

無 0 0 0 0 0 0
クラブ・コットン ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ・地域

無 0 0 0 0 0 0
権利擁護啓発講座 地域
老後応援寺子屋 35人

無 11,137 0 0 11,137 0 0
パワースポット
港南中央 高齢者

30人×8回＝240人

無 125,541 122,541 0 117,250 1,571 6,720
くすの木の会 ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ・地域

無 0 0 0 0 0 0
精神保健福祉出前講座 地域・介護保険事業者

40人×3回
無 0 0 0 0 0 0

認知症サポーター養成講座 地域

35人
無 66,820 66,820 0 66,820 0 0

ニコニコクラブ 高齢者

無 0 0 0 0 0 0
笑輪ん会 高齢者

30人程度
50円 29,120 270 28,850 0 0 29,120

えんがわカフェ 地域

100円 15741 141 15,600 0 15,741 0
新春音楽コンサート

5,568 5,568 0 5,568 0 0
港南区若年性認知症の ６５歳未満に認知症発症の方

つどい　みなとみな
1,000 0 0 1,000
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事業名

事業名

事業名

事業名

事業名

事業名

事業名

事業名

事業名

カンガルーヨガ 　出産後の健康づくりと赤ちゃんとのふれあいを行うとと
もに、交流タイムでトークの時間を設け、自己紹介・意見
交換などを行いました。

6・9・12・3月
4回

目的・内容 実施時期・回数

目的・内容 実施時期・回数

ゆらりんころり
ん

　０～１才児の親と子の居場所として、街のアドバイザー
による絵本のよみきかせと親子遊びを行うことで子育て支
援を行いました。

4・7・10・1月
4回

目的・内容等 実施時期・回数

ママのしゃべり
場・こどもの遊

び場

　赤ちゃん教室の卒業生や第２子以上を持つ親が参加でき
る場。０歳から参加できる親子の居場所として、毎月支援
者を招いて開催しました。地域の子育て支援者の紹介の場
となりました。

毎月第１水曜
10回（5・１月除
く）

目的・内容 実施時期・回数

ちょこっと幼稚
園

　子育て支援。幼稚園に入る前の親子の不安を和らげた
り、入園に備えて、集団での活動体験やお弁当の練習をす
るとともに、親同志の交流を深めました。

２～３月
5回

目的・内容等

横浜市港南中央地域ケアプラザ

赤ちゃん教室  区こども家庭支援担当との共催事業。はじめての育児で不
安を抱える養育者が、育児相談・親子遊び・仲間作りなど
を通して不安を解消する場を提供しました。また、笹下地
区の保健活動推進員・民生委員児童委員の中から毎月当番
を決め、ボランティアとして参加していただき、地域の交
流の場となりました。

1月を除く毎月第２
水曜日
（11回）

目的・内容

実施時期・回数

実施時期・回数

目的・内容等

実施時期・回数

10回×2クラス（20
回）

目的・内容 実施時期・回数

どれみの森のお
友達（２・３歳
児くれよん）

　子育て支援。リトミックを中心に親子で楽しく過ごせる
場、親子の交流の場となりました。

10回

目的・内容 実施時期・回数

おはなしの風 　未就園児の親と子の居場所。市民グループによる絵本の
よみきかせと手遊びを中心に開催しました。終了後、参加
者が集まる地域の子育てグループが誕生しました。

毎月第1・3金曜日
（23回）

どれみの森のお
友達（１歳児ど

んぐり）

　子育て支援。リトミックを中心に、はじめて体験する集
団の中で、親子で楽しく過ごせる場となり、親同士の交流
も見られました。
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事業名

事業名

事業名

事業名

事業名

事業名

事業名

事業名

事業名

事業名 目的・内容 実施時期・回数

あおぞら交流会 　５施設協働事業。近隣施設の利用者と職員との交流の場
として開催し、運動会やおやつタイムなどで交流を図れま
した。

10月
1回

目的・内容 実施時期・回数
年末大掃除とボ
ランティア感謝

会

　ケアプラザの各事業で活躍している個人・団体のボラン
ティアの交流会を年末の大掃除を兼ねて開催し、職員から
の日頃の感謝の気持ちを伝えることができました。

12月
1回

目的・内容 実施時期・回数
そよかぜふれあ

いまつり
　実行委員会の一員として地域との交流の場、および自主
事業・デイサービス利用者の発表場として参加しました。

5月
1回

目的・内容 実施時期・回数

セカンドライフ
港南中央

　ふれあい公園の花壇づくりやフェスティバルに参加する
ことで仲間として結束を固めました。今年は子どもフォー
ラムで小中学生に植栽について指導を行いました。

１６回

目的・内容 実施時期・回数
男性のための歌

声喫茶
　男性のための地域活動参加を促す事業として、ボラン
ティアグループ「セカンドライフ港南中央」が中心となっ
て開催し、盛況でした。

5・8・11・2月　4
回

目的・内容 実施時期・回数
シルバーフラダ

ンス
　シルバーダンスに参加することでつながり、健康になる
ということで、多くの方が欠席せず、参加されました。

毎月第3月曜日
12回

目的・内容 実施時期・回数

心の健康教室 　カウンセリングを学びながらグループワークで実習を行
いました。心の健康教室実行委員会との共催事業として開
催。

8・12月を除く
10回

目的・内容等 実施時期・回数

たのしい押花
アート

　高齢者・障がい者の外出支援。押し花アートをとおし
て、高齢者、障がい者の交流の場となりました。

前期　5回
後期　5回
最終土曜日　10回

目的・内容 実施時期・回数

囲碁クラブ 　囲碁教室の卒業生と地域の囲碁好きな方（小学生以上）
が自由に囲碁で交流できる場として開催しました。多くの
参加者が自主的に対戦をおこうことができました。

毎月第2・4土曜日
24回

目的・内容 実施時期・回数

はじめての囲碁
教室

　地域のボランティアの力を生かした小学生と高齢者が集
う、世代間交流の場となりました。

上期　10回
下期　10回
20回
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事業名

事業名

事業名

事業名

事業名

事業名

事業名

事業名

事業名

事業名

事業名

事業名

事業名

事業名

目的・内容 実施時期・回数
ハロウィーン＆
親子コンサート

多くのボランティアと一緒に、ハローウィーン仮装イベン
ト・コンサート行い、その後参加者と一緒に、子ども虐待
防止運動オレンジリボンたすきリレーの応援を行いまし
た

９月　１回

実施時期・回数
災害時に私たち

お楽しみクリス
マス会

　季節のイベントとして、親子共に楽しんでいただきまし
た。

１２月　1回

目的・内容 実施時期・回数
パパも遊ぼう！ 子育てボランティアと一緒に、親子遊びを楽しむと共に、

地域の子育てや地域参加について話し合いました。
１１月　１回

目的・内容 実施時期・回数
大人のための絵

本タイム
　大人や親にむけて、絵本の読み聞かせやお話などを楽し
んでいただきました。視覚障害の方の参加もありました。

４・７・10・２月
4回

目的・内容 実施時期・回数

夏祭り(世代間交
流）盆踊り大会

　模擬店の出店をとおして、地域やボランティアグループ
の交流の場としました。

8月　１回

目的・内容 実施時期・回数
おまつりひろば 　地域の子育て支援グループとの共催で、自由に参加でき

る事業として開催しました。
8月　１回

目的・内容 実施時期・回数
ミニギャラリー 　地域・登録団体・個人の作品発表の場として提供しまし

た。
常設

目的・内容等 実施時期・回数

港南ネットまつ
り

港南区生活支援センターとの共催にて精神保健福祉に関わ
る施設との交流を行いました。

1月　　1回

目的・内容 実施時期・回数
港南区ボラン
ティアフェス

　ケアプラザのボランティア活動の発表を行うと共に、会
場内のブースで、ボランティア活動のパネル展示やケアプ

11月　1回

目的・内容 実施時期・回数
ひまわりフェス

タ
　模擬店、バザーや展示などに取り組み、団体ボランティ
アの方にも活動していただきました。

11月　１回

目的・内容 実施時期・回数

個人・団体ボラ
ンティア交流会

　個人と団体ボランティアが集まり、お互いのボランティ
ア活動についての紹介と情報交換や交流を行いました。

１月 １回

目的・内容 実施時期・回数
登録団体交流会 　登録団体の日頃の活動内容や悩みなどの情報交換や交流

を行いました。
1月　1回

セカンドライフ
大学校

　区、区社協と８ケアプラザの共催事業。様々な内容で講
座を行うことで、男性の地域活動のきっかけをつくりまし
た。

７月～9月
6回

目的・内容 実施時期・回数

目的・内容
障がい児者当事者から、災害時におけるケア等について話 11月　１回

１０月　１回

目的・内容 実施時期・回数
お楽しみ演芸会 敬老の日イベントとして地域の高齢者向けのコンサートを

開催しました。
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事業名
ささげひまわり
サロン

事業名
五楽会

事業名
若草会

事業名
虹の会

事業名
地域活動サポー
ター養成講座
（スリーA支援者
養成講座）

事業名
出前講座

事業名
見守り事業
「ひまわりホル
ダー」

事業名
まち探検ウォー
キング

事業名
福祉用具の展示

事業名
やよい会

目的・内容 実施時期・回数
　健康体操とレクリエ―ションを行い、参加者の自立支
援・介護予防を目的に行いました。あわせて地域の高齢者
の活動の場、外出先の提供としました。
体操と趣味の講座（俳句、詩吟、絵画等）を行いました。

毎週金曜日
年52回

包括支援センター事業
目的・内容 実施時期・回数

　地域向けの福祉用具の展示。カタログでは分からない、 常時

正しい歩き方の方法を学ぶことや、体力測定、食事の
チェックをすることにより、健康への意識付けを日常的に
してもらうことにより介護予防につなげました。また、地
域の方にコースを一緒に考えてもらい、ウォーキングをし
ながら地域の魅力スポットを把握しました。

10月～2月
全5回

　転倒予防などの体操を行い、地域の方の健康増進を図る
ことを目的に実施しました。
　

毎週火曜日
年51回

目的・内容 実施時期・回数
　地域の方々を対象に地域に出向いて介護予防、権利譲
渡、介護保険、認知症等に関する啓発活動を行いました。

地域からの要請に
応じて実施
47回

目的・内容 実施時期・回数
　地域活動に興味がある方や現在地域で活動するボラン
ティアの学習の場として開催しました。また、ボランティ
ア活動をとおしての介護予防を目的としました。
　スリーＡを通して認知症を理解し、地域のサロンや出前
講座、ケアプラザの会などで指導者として活躍できる人の
養成・すでに活動している人のスキルアップを図るため、
上期・下期各2回コースで実施しました。

上期（5月、6月）
下期（1月、3月）
4回

目的・内容 実施時期・回数
　地域の高齢者の外出先と交流の場の提供。参加者の希望
を取り入れ,食事会や、ウォーキング、お医者様の話、歌な
どを行いました。

毎月第3水曜日
年12回

目的・内容 実施時期・回数

　①笹下地区民生委員児童委員協議会との共催②三世代交
流の場として提供③笹下地区の高齢者・こどもたちの居場
所つくり④食事会、体操、国際交流、季節行事などを行い

毎月第1土曜日
8回

目的・内容等 実施時期・回数
　地域の方との顔の見える関係づくり。他ケアプラザとの
協働支援。毎月２５日に地域包括支援センター・地域活動
交流担当が交代で参加し、情報交換や相談に対応しまし
た。

毎月5日・25日
年12回（毎月25日
に参加）

包括・地域活動交流共催事業
目的・内容等 実施時期・回数

ができること を聞き、理解に努めました。
　

目的・内容 実施時期・回数

目的・内容 実施時期・回数
　見守り事業。「ひまわりホルダー」を通して、65歳以上
の一人暮らしの方や認知症のある方などが、外出先で倒れ
た際や緊急搬送された時、徘徊時保護された時に、ケアプ

随時



平成28年度　自主事業報告書
事業名

介護者の集い
さくらの会

事業名
お達者クラブ

事業名
あすなろ会

事業名
それいけ倶楽部

事業名
元気玉の会

事業名
クラブ・コットン

事業名
オリーブ音楽会

事業名
物作りサロン
ひだまり

事業名
　

事業名
パワースポット
港南中央

　いつまでも地域で元気に暮らしていくために、健康つく
り・介護予防を目的に実施しました。

4コース各2回
8回

目的・内容 実施時期・回数
　地域の方に成年後見制度などの「権利擁護」について、 下半期・1回

目的・内容 実施時期・回数

　音楽を通じて、居場所づくり・仲間づくりを行いまし
た。

毎月第4月曜日
年11回

目的・内容 実施時期・回数
　折り紙を主とした、簡単な小物づくりの会を通じて、居
場所づくり・仲間づくりを行いました。

毎月第４金曜日
年11回

目的・内容 実施時期・回数
　手芸を通したボランティアグループ。定例会では、介護
予防事業・寸劇・デイサービスなどで使用する小物や作品
つくりを行いました。

定例会
毎月第3火曜日
年11回

目的・内容 実施時期・回数

寸劇のボランティアグループ。福祉にかかわる制度、認知
症ケア等について、地域の方にわかりやすい寸劇で提供す
ることを目的としました。地域の方からの要請に応じて出
向きました。
定例会・公演の練習を行いました。

定例会
毎月第1水曜日
出前講座等
23回

目的・内容 実施時期・回数
　体操・レクリエーションのボランティアグループ。体操
とレクリエーションを通して、介護予防・健康つくりにつ
いて学びながら実践しました。また、地域に介護予防など
を周知していきました。
　定例会、事業の体操講師または運営補助、地域のまちづ
くり健康教室、地区リハビリ教室などの講師・地域からの
要請に応じて出向きました。

定例会
毎月第2木曜日
講師・出前講座等
185回

目的・内容 実施時期・回数
料理をすることを通して、自立支援・介護予防になること
を目的に行いました。また、高齢者の外出先の提供や活動
の場としました。
献立つくり・買い物・調理・会食などを行いました。

毎月第3木曜日
年10回

目的・内容 実施時期・回数

　高齢者等の介護を現在されている方やされた方を対象
に、情報交換や悩みの共有や明日の活力をえる場としまし
た。
交流会・施設見学・勉強会等、年間計画を立てて実施しま
した。

毎月第3木曜日
年11回

目的・内容 実施時期・回数
８８歳以上の高齢者対象のサロン。地域の高齢者の健康つ
くり・仲間つくり・交流・外出先の提供を目的に行いまし
た。
脳トレ・軽い体操・歌・情報交換など楽しいひとときを過
ごしました。

毎月第2・4水曜日
年24回

目的・内容 実施時期・回数
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事業名
くすの木の会

事業名
精神保健福祉出
前講座

事業名
認知症サポー
ター養成講座

事業名
ニコニコクラブ

事業名
笑輪ん会

事業名
新春
音楽コンサート

事業名
えんがわカフェ

事業名
港南区若年性の
つどい　みなと
みな

目的・内容 実施時期・回数
若年性認知症の本人と家族が安心して暮らせるように本
人、家族の交流の場・情報交換、制度の知識習得、相談
をおこなえる場とし、家族負担の軽減を図る。

年３回

1・3週目は軽い体操を、2・4週目はスリーAを通して、認知
症予防を行いながら、仲間づくり・居場所づくりを行いま
した。

毎週水曜日（除5
週）
年45回

目的・内容 実施時期・回数
ケアプラザの貸室を利用して練習している音楽グループの
演奏を聴いたり、一緒に歌うことで介護予防を目的に実施
しました。

年1回

　認知症になっても地域で安心して暮らせるまちをつくる
ために、認知症の人と家族を見守る「認知症サポーター」
の養成を行いました。

CP主催 年1回
その他随時

目的・内容 実施時期・回数
毎月テーマを決めて活動し、仲間づくり・居場所づくりを
行いました。

毎月第1木曜日
年11回

目的・内容 実施時期・回数
　港南区生活支援センターと共催。「身近な精神疾患」に
ついて理解し支援について考える機会とします。地域の住

2回

目的・内容 実施時期・回数

目的・内容 実施時期・回数
　認知症になっても暮らしていける地域づくりを目指して、認知
症の理解を深めていただくよう認知症サポーター養成講座をキャ
ラバンメイトとして実施しました。
　「えんがわカフェ」(認知症カフェ)の運営おこない、認知症の
方や家族の方に安心して過ごせる居場所づくりを目指して活動し
ました。(９月１１日、１２月１１日、３月１２日)
3回

毎月第１月曜日
年11回

目的・内容 実施時期・回数

目的・内容 実施時期・回数
認知症の方やそのご家族、地域の方々がどなたでも気軽に
立ち寄れる居場所づくりを実施しました。

年４回
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